
 1993年から市内の⼩中学校へのパソコン導⼊を進めてきた三浦市。しかし、教職員のパソコン・
スキルの問題や機械的なトラブルに現場の先⽣⽅が対応できないなど、授業や教務の中で活⽤して
いくには様々な障害があったのも事実でした。そこで、2003年からjmcのJETSSを導⼊。現在は週
1回から2回の割合でアドバイザーが各校を訪問し、教務や授業のサポート活動をおこなっていま
す。
 情報教育が進む⼀⽅、パソコンをどのように授業の中に取り⼊れていくかは学校の判断に委ねら
れている現在の状況。三浦市ではアドバイザーを通じて他市の導⼊事例の情報を収集するなど、積
極的な取り組みを続けています。学校がおこなうべきパソコンの教育とは、どのようなものである
べきなのか。その理想像をjmcのアドバイザーと⼀緒に探していきたいとおっしゃる教育研究所所
⻑の村松さんと、同指導主事の⼭⽥さんにお話しをうかがってみました。

 「従来、学校で使われてきたのは、体育⽤の軟らかいボ
ールであったり、授業に使いやすい教材であったりと、す
べて教育を意識したものでした。しかし、パソコンだけ
は、⼀般社会で使われているのとまったく同じもの。その
意味では、⾮常に異質な存在なんです。これまで教職員が
苦⼿としてきた分野に対して、専⾨知識を持った⽅にサポ
ートしてもらう必要性が出てきた。それが、三浦市教育委
員会がjmcのJETSSを導⼊した理由です」そう語るのは三
浦市教育研究所の所⻑・村松さんです。
 三浦市では1993年から市内の⼩中学校にパソコン教室の
設置を推進。情報教育にも積極的に取り組んできました。

▲三浦市教育研究所所⻑の村松さん

しかし、教職員のパソコンスキルが決して⾼いものではなかったことに加え、ソフト、ハードのト
ラブルも少なくなく、現場の先⽣⽅には⼤きな負担になっていたと⾔います。
 そこで、従来からパソコン教室の保守業務を請け負っていたjmcに2003年から教務や授業のサポ
ートを委託。現在は市内の全⼩学校に週1回、中学校には週2回のペースで、アドバイザーが訪問し
ています。
「他の教材などと違い、パソコンは機械を買ってきてソフトを⼊れればそれで完成、というもので
はありません。授業の中でどうやって活⽤していくかを現場の教職員が考えていかなければならな
いし、機械的なトラブルだって起こります。それを考えると、ある程度まで学校の現状を把握した
うえで、定期的にサポートに来てくれる専⾨家の存在は不可⽋になってきていました。アドバイザ
ーに何でも質問できる環境ができたため、職員室にもパソコンを積極的に使っていこう、という雰
囲気が⽣まれました」教育研究所の指導主事、⼭⽥さんも、アドバイザーの必要性を語っていただ
きました。現在では、技術家庭科のほか、理科や国語、数学、⾳楽などの授業でも、パソコンの活



任されているのが実情です。他市町村ではどのような活⽤がなされているのか、中々、情報収集が
難しいパソコン活⽤の実態を、様々なルートから調べてくれるのもアドバイザーの⼤きなメリット
であると⼭⽥さんは⾔います。
 また新しいソフトの導⼊に際して、候補となる製品をリストアップしたり、メーカーに連絡をと
るのもアドバイザーの役割。⽇々、教務と授業に忙しい先⽣⽅にとっては、⼒強い味⽅になってい
るようです。

▲三浦市教育研究所の⼭⽥さん

「私⾃⾝は情報教育を担当するようになって、かなりパソ
コンを勉強したつもりです。しかし、先⽣がすべてのこと
をできるようになるというのは現実的ではありません。個
⼈的にはネットワークやデータベースには⾃分では⼿を出
さない⽅針。教職員⾃⾝はパソコンの操作ができれば良い
のであって、⾃分でLANを構築までする必要はないんで
す。しかし、従来の学校のシステムの中には、教職員以外
の専⾨家が介在するという概念がなかった。jmcのアドバ
イザーは、そのすき間を埋めてくれる存在ですね」そう語
る村松さん。三浦市では、村松さんの働きかけによって、
全教職員にメールアドレスを⽀給するプロジェクトも推進
中。先⽣⽅のパソコンへの取り組みも積極化しています。

 「e-JAPANの構想⾃体はすばらしいものだと考えています。しかし、それをいかにして教育の現
場に反映していくか、という部分では、まだまだ学校にはノウハウが⾜りません。パソコンは、あ
くまで道具なのですから、その存在が⼤きくなりすぎていくのは危険です。パソコンを使うこと
で、より良い授業が⽣まれるというタネはたくさんある。私たち教育研究所がやっていかなければ
ならないのは、学校に対してきっかけを与え続けること。活⽤のハードルを下げるためにも、アド
バイザーと協⼒しあっていきたいですね」そう村松さんは語ります。
「学校というのは個⼈情報のカタマリのようなもの。今後はセキュリティやウイルス対策に対して
も⼗分に配慮していく必要があると考えています。現在、三浦市では教職員が個⼈のパソコンを持
ち込む際には届け出を⾏うなどの対策はとっていますが、もっとシビアな対応も必要になってくる
はず。現在はjmcのアドバイザーも含めて、セキュリティの研究会などもおこなっています」
 他市でのパソコンの導⼊事例やセキュリティ対策に関し
ても、今後もアドバイザーを通じて情報を提供して欲し
い、という⼭⽥さん。授業内容の研究や検討も含めて、も
っと学校というものの理解が進めば、より良い関係が築け
るはず、と期待を寄せてくださっています。
 学校は、パソコンを使った合理化がすべて良しとされる
企業とは異なります。⽣徒に対してはインターネットを使
った調べ学習を教える⼀⽅で、辞書の引き⽅だって学ばせ
なければなりません。そこには⼀般的なSI企業とは質の違
うコンサルティングのノウハウも必要。アドバイザーの果
たすべき役割は、さらに⼤きなものになっていきそうで
す。

▲「個⼈情報の管理に学校はもっとシビア
にならなくてはならない」と語る村松さ
ん
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